



























































































































































































































































































D－Vs 10gVs ：＝－ R、87855ヨー2．574641◎gD 0，997
D－Ws logWs二＝－ P．09077十2．51688logD 0，998
D－WB logWB二＝－ Q．00297十2．70978logD 0，906
D－WL logWL＝一一 Q．06113十2．37454logD 0，917
D－WF logWF＝－R．51845十2．94963logD 0，785
D－NF logNF＝－ O．72798一ト2．94263logD 0，810
D－D＿1 logD－1 ＝－O．03062十1．01041logD 0，999
D2H－Vs logVs ＝－ S．26322ヨー0．98698logD2H0，994
D2H－Ws IogWs＝－ P．43508一ト0．94843logD2H0，993
D2H－WB logWB＝－ Q．29340十〇．99159logD2H0，875
D2壬卜WL logWし ＝－ Q．30781十〇．86601logD2H0，883
D2H－WF logWF＝－ S．09164一ト1．17126logD2H0，773
D2H－NF logNF＝－ P．29530十1．16689logD2H0，796







































































幹　材 積　　Vs（㎡／ha） 134．48 134．45134．47 …
幹　乾 重　　Ws（t／ha） 70．92 67．80 69．36 78．0
枝　乾 重　　WB（t／ha） 14．40 12．98 13．69 15．4
薬　乾 箪　　WL（t／ha） 5．25 4．92 5．09 5．7
果実乾重 W方（t／ha） 0．83 0．73 0．78 0．9
地上部現存澱 （t／ha） 9L40 86．43 88．92 100
幹材積成長鍛 △Vs（㎡／ha・yr） 14．18 ］3．29 13．74 一
幹乾重成長量 △W、（t／ha・yr） 7．08 6．48 6．78 　















胸高直径階 代衷木の胸 プロット内 部 地上衛別乾重簸 （1《9／本） 計
（cm） 高直径（cm） の立木本数 位 0．0～G．20．2～1．21．2～3．23．2～5．25．2～7．27．2～9．29．2～1L211．2～］3．2
m m m m m m m m
幹 0．09 0．52 G．40
2、0～2．8 2．70 4 枝 0．23 0．14
葉 o．08 0．14
幹 0．08 0．82 0．95 0．27 0．03
2．8～3．9 3．80 5 枝 0．60 0．15 0．02
葉 0．14 0．10 0．04
幹 0．27 1．35 1．94 L22 0．38 0．02
4．95
3．9～5．5 10 枝 0．06 0．50 G．26 0．Ol
5．40
葉 0．02 0．26 0．20 0．02




10 技 0．01 ⑪．05 0．20 1．25 0．48 0．03
葉 0．01 0．04 0．07 0．45 0．29 0．05
7．9
幹 L11 3．69 6．37 5．04 3．23 1．39 0．12
7．7～10．9
9．60
9 枝 0．07 G．41 0．98 L7G o．16
葉 o．04 0．13 0．30 0．78 o．ユ9
1L80 幹 2．ユ5 7．18 13．05 11．19 8．99 3．81 0．34 0．08
10、9～15．4 11．75 25 枝 0．30 1．24 4．40 4．36 0．43 G．06
14．05 葉 0．15 0．39 L71 1．65 0．33 0．04
幹 3．73 12．79 29．33 21．72 13．85 4．80 0．97
15．4～22．0 16．10 7 枝 L18 22．29 9．70 2．02
葉 0．30 4．01 2．78 1．18
プロツト内の
幹 98．81 346．02650．04519．4G369．92146．76 16．4？ 2．00 2149．42
乾重鍬合計（㎏）
70 枝 1．65 12．16 50．70 290．05197．59 26．63 1．50 580．28
葉 0．78 5．61 16．82 80．22 70．83 18．72 LOO 193．98
幹 3．05 10．68 2⑪．06 16．03 11．42 4．53 o．51 G．06 66．34
ha当たり乾重蹟（tOll） 枝 0．05 0．38 L56 8．95 6．10 0．82 0．05 17．91





































цﾚ 土　色 腐植 石　礫 土性 構　造
堅密x 水湿?ﾔ 根　系
斜面」二部 A 35 10YR　3／2 窟 SL gr～C， 軟 潤 （草）細ノ多
1 NE 漸B 65＞ 10YR　4／6乏 〃 n～bk 堅 潤 （木）中／少
20°
ヤシヤブシ 斜面上部 AI 16 10YR　2／2 富 SL gr～Cr軟 潤 （草）細・弓：1／多
漸
2 M》 A2 7 10YR　3／4含 〃 n～bk 堅 潤 （木）　大／中
判
林 20° B 77＞ 10YR　4／6 乏 ノノ 〃 堅 潤 （木）　中／中
斜面上部 A 25 10YR　2／2 欝 SL gr～Cr軟 潤 （木・草沖／
漸 少，細／多
3 NE B1 14 10YR　3／4 含 〃 n 堅 潤 （草）　細／少
漸
15° B2 61＞ 10YR　4／6 乏 〃 11 固堅 潤
斜面上部 A 14 10YR　3／2 富 SL 9「 しよう 乾 （草）細／多
明
4 S B1 30 10YR　4／4 含 円礫小／少 〃 9「～n 堅 潤 （木）中／少漸
12° B2 56＞ 10YR　4／6 乏 円礫中／少 〃 11 堅 潤
アカマツ 斜面上部 A 5 7，5YR　4／4 含 SL 9「～n 軟 乾 （木）細・中／多5 S 明
林 B 95＞ 7．5YR　5／6乏 円礫中／少 〃 n 堅 潤 （木）中／中
16蓼
斜面上部 A 1 7．5YR　3／4 含 SL 9「～n 軟 乾 （草）細／多
明
6 S B1 60 7，5YR　4／4含 円礫中／少 〃 Il 堅 潤 （木）大・細／少
漸




















断面 層位 深さ 透水性（ml／min）真比重 容積重 孔隙量 最大容水撤 最小 採取時含水撒 透水
（％） 容気盤 （％）試験区
番号 （cm） 5分後 15分後平　均 ㎏側ml） （％） 容積 重量 （％） 容積 重掻 指数
A1 25 55 56 56 2．60 77．2 70．2 64．4 83．9 5．6 41．1 53．3
1 A2 10 24 23 24 2．64 85．1 67．7 58．8 69．2 8．9 4L849ユ
B 65＞ 39 26 33 2．69 90．8 66．2 54．1 59．7 12．0 42．7 47．1 2，135
ヤシヤブシ AI 16 81 72 77 2．58 78．7 69．2 52．8 67．4 16．4 34．2 43．6
2 A2 7 152 104 128 2．69 86．5 67．7 51．7 59．9 16．0 36．4 42．1
林 B 77＞ 45 32 39 2．74 11L259．4 50．7 45．6 8．7 41．2 37．1 3，181
A 25 78 62 70 2．57 74．5 70．5 58．2 78．6 12．3 34．7 46．8
3 B1 14 82 67 75 2．69 77．0 7L3 64．0 83．2 7．3 45．8 59．6
B2 61＞ 3 3 3 2．67 81．7 68．9 71．5 88．2 一2．6 65．9 81．32，833
A 14 86 66 76 2．57 72．3 71．8 61．6 85．3 10．2 38．6 53．3
4 BI 30 25 22 24 2．57 62．2 74．9 74．9 121．9 0 54．1 88．1
B2 56＞ 92 85 89 2．65 7⑪．2 73．4 57．1 81．5 16341．8 59．62，318
アカマツ A 5 140 140 140 2．63 80．8 67．1 48．7 62．3 18．4 27．8 35．5
5 B1 8 26 24 25 2．66 93．4 64．4 67．9 73．3 一3．5 51．1 55．1
林 B2 87＞ 22 21 22 2．73 75．9 72．0 69．3 91．7 2．6 56．1 74．2 1，714
A 1 22 21 22 2㎡61 81．0 66．7 48．4 61．7 18．3 30．5 38．9
6 B1 60 47 28 38 2．67 71．7 7L9 67．o 95．1 4．9 53．2 75．5




A層 B層 A口 B層
平均層位厚（cm） 28 65≧ 10 81≧
平均容積重（9／100刷 80．4 90．2 78．0 72．6
平均最大容水量（％） 57．2 60．1 52．9 68．6
平均最小容気難（％） 11．8 7．0 15．6 4．2













試験区 断面 層位 深さ 炭素 窒素 C／N pH 置換 可給態 可給態カリウムC N 比 酸度 リン
番号 （cm） （％） （％） H20 KCl （y1） （㎎／1009） （mg／1009）
A1 25 6．71 0．44 15．3 4．42 4．18 17．9 2．9 13．4
1 A2 10 4．72 0．26 18．5 4．89 4．29 12．3 3．7 10．2
B 65＞ 2．00 0．13 15．6 5．20 4．45 7．0 3．3 9．2
ヤシヤブシ AI 16 4．23 02616．2 4．39 4．00 2L4 5．0 13．0
2 A2 7 3．12 0．40 7．7 4．41 4．10 19．7 3．9 12．0
林 B 77＞ 1．41 0．25 5．6 4．51 4．13 20．5 4．4 12．9
A 25 4．61 0．48 9．7 4．70 4．39 12．1 2．9 12．2
3 BI 14 2．37 0．41 5．8 4．60 4．60 4．5 L5 9．4
B2 61＞ 1．41 0．27 52 4．70 4．93 1．1 1．0 7．0
A 14 2．71 0．20 13．3 4．91 4．40 10．2 2．7 18．0
4 Bl 30 1．48 0．13 11．6 5．00 4．30 11．5 2．5 8．4
B2 56＞ 1．31 0．10 13．2 5．39 5．29 0．4 0．8 1．9
アカマツ A 5 3．51 0．37 9．5 4．79 4．25 17．4 4．4 13．2
5 B1 8 1．57 0．27 5．7 5．89 4．31 11．5 4．3 7．7
林 B2 87＞ 1．39 0．07 18．6 5．21 4．83 L1 0．6 L9
A 1 6．69 0．07 21．0 4．60 3．94 16．3 13．2 16．8
6 131 60 1．53 0．08 19．0 4．50 4．23 17．6 2．5 13．4
B2 39＞ 0．64 0．06 9．9 5．00 430 15．3 3．3 11．5
表7－8　土壌の化学的性質
ヤシヤブシ林 アカマツ林
項　　　　　目 A層 B層 A層 B層
C／N比 13．48 8．05 14．6013．00
pH（H20） 4．56 4．75 4．77 5．17
pH（Kα）（y1） 4．19 4．53 4．20 4．54
置換酸度 16．68 8．28 14．63 9．57
炭素（％） 4．68 1．80 4．30 1．32
窒素（％） 0．37 0．27 0．21 0．12
可給態リン（mg／1009） 3．68 2．55 6．77 2．33





































アカマツ林 5 B 95，2816，1300，0660，169
A 5，3130，0560，0100，0136
B 74，5854，4700，1700，780
平均 96，4466，6730，1210，468
ヤシャブシ幼齢林の地上部現存量，生産構造及び土壌の肥沃度について （89）
5．考察
　ヤシャブシなどハンノキ属の林分の現存量，生産量を調べた事例は少ない。斉藤7）が7～8年生の
オオバヤシャブシ群落で調査したところによると，葉の現存量は5．33～5．88t／ha，地上部純生産量
は20t／ha・年と推定された。只木ら8）の15年生ハンノキ林での調査によると，林分の現存量は幹68．
37t／ha，枝14．50t／ha，葉2．94t／ha，地上部現存量は85．81t／haである。本調査の12年生ヤシャブシ
林の地上部現存量は幹69．36t／ha，枝13．69t／ha，葉5．09t／ha，果実0．78t／ha，計88．92t／haで，前記
の15年生ハンノキ林に匹敵する量である。しかし，葉の量はハンノキ林よりも多くオオバヤシャブ
シ林に近く，落葉広葉樹林の平均値3．1t／haに比べて多い方である11）。本林分の幹材積成長量は13．74
1n3^ha・年と推定されたが，コバノヤマハンノキ林の事例では10年生地位上で年平均成長量11．2m3，
地位中で8．6m3，15年生地位上で17．7m3，地位中で13．51n3である12）。12年生ヤシャブシ林の13．74m3／
haという値は落葉広葉樹の中では高い方である。Zavitkovskiら14）がred　alderで調査した研究による
と，地上部現存量は最初の20年間に急速に増加し，33年生で最高240t／haに達したという。ヤシャブ
シは早生樹で初期成長は旺盛であるが，比較的短命で旺盛に成長する期間は短いと思われる。
　ヤシャブシ，ヒメヤシャブシなどハンノキ層の樹種は根に根粒菌を持ち肥料木としてせき悪地の
造林や他樹種との混植に利用されている6拗。混植によってマツの成長が促進された事例は多い。ま
た鈴木1°）によると，せき悪林地にコバノヤマハンノキとヤマハンノキを植栽し，これらの幼齢林内に
ヒノキを混植してヒノキの成長が著しく促進されたことを報告している。これらの樹種は葉の窒素
含有率が比較的高く6），また葉の量も多いのでリターフォールとして林地に還元される養分量は多い6｝。
リタートラップで測定した林地に返る有機物の量は，ハンノキ幼齢林8），10年生前後のred　alder13）林
および同30年生林分14）で，それぞれ5．52，6～9，5．59t／ha・yrである。また斉藤の調査によると7），
オオバヤシャブシ幼齢群落では約8t／ha・yrの有機物がリターフォールとして林地に還元される。30
年生red　alder林での試算によると，リターフォールによって林地へ還元される窒素の量は80～200kg／
ha・yrであるという14）。
　ヤシャブシなど肥料木は林地を肥沃化させる。本試験地のヤシャブシ林の土壌を隣接のアカマツ
林と比較すると，ヤシャブシ林の土壌はA層が厚く団粒構造が発達している。土壌の理化学性は，
透水指数がアカマツ林よりも高く，炭素，窒素など養分の含有率，現存量が多いという結果がえら
れた。アカマツ林に比べて土壌は肥沃である。このヤシャブシ林は平均林齢12年生であるが，株立
ち木も見られ，土壌構造から判断するとかなり以前から成立している林ではないかと思われる。ヤ
シャブシなど根粒樹木は腐植をほとんど含まない未熟土でもよく育つ。里山の肥沃でない林地の人
工造林，特にマツクイムシ被害跡地の造林に際してはこれらの肥料木を有効に利用することを考え
なければならない。
w　摘 要
　平均林齢12年生のヤシャブシ幼齢林で地上部現存量，生産構造，土壌の理化学性などを調べた。
本研究の結果を要約すると次のとおりである。
（90） 橋詰隼人・伊藤　賢
　（1）相対成長法によって推定したヤシャブシ林の地上部現存量は，幹69．36t／ha，枝13．69t／ha，
葉5．09t／ha，果実0．78t／ha，計88．92t／haで，その割合は幹78．0％，枝15．4％，葉5．7％，果実0．9％
であった。
　（2）最近1年間の幹材積成長量は13．74m3／ha，幹乾重成長量は6．78t／ha，枝乾重成長量は1，44
t／haと推定された。
　（3）林分の生産構造は，林冠の中層部に枝葉の多い択伐林型に近い構造であった。
　（4）ヤシャブシ林の土壌の断面形態は，A層が厚く，腐植に富み，団粒構造がみられた。土壌
の理学性はアカマツ林に比べて透水性が良好であった。土壌の化学性は，アカマツ林に比べて炭素，
窒素の含有率が高く，C／N比が低かった。また土壌中の炭素，窒素，リン，カリウムの現存量はア
カマツ林よりも多かった。
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